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 みんなとともに笑顔いっぱい － 創立百周年 その先の未来へ みんなとともにスマイルミッション －

 

 

 

   
 学校は「十連休まで」「運動会まで」と、休みや行事が一つの区切りとなって進んでいきます。運 
動会が終わったら、次は「夏休みまで」。学習面、生活面の指導に地道に取り組む時期です。この時 
期に「新たな試み」も進めてまいります。「螺旋的試行錯誤」をしながら、どんどん「高み」を目指 
して、「向上的変容」につながる教育活動を展開したいと考えています。 
 

清明小学校創立百周年記念大運動会 お世話になりました 
  
 今回は、百周年の節目の年度。従来の運動会の内容に加えて、百周年記念事業実行委員会で考えていただいた内容
を盛り込んで行いました。暑い中での応援、また運営面でのお手伝い、ありがとうございました。 
 
【思い出に残る運動会になるために】 

① 昼食を挟んで午後まで行った。家族で一緒にお弁当を食べた経験は、楽しい思い出として記憶に残ることだろう。 
② 親子競技、町内会対抗リレーを行った。親や地域の方とのふれ合いは、温かい思い出として記憶に残ることだろう。 
③ 演奏のアトラクションを行った。新しい世界に刺激を受けて、わくわくした思い出として記憶に残ることだろう。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「お気軽談話会」に参加しませんか？ 
 

「子育て」は大変ですよね。「悩み」は付き物です。そんなとき、みなさんはどうしていますか。相談できる方は
いますか。 
 
 そんな「子育ての悩み」を気軽に話すことのできる場所があったら素敵だなと思い、「お気軽談話会」という場を
考えてみました。自分一人で抱えていないで悩みを口にしてみると、おそらく同じような思いを持っている方はたく
さんいるのではないでしょうか。 
 
 そのときにコーディネーター役の方がいると話しやすいかなと考え、福島第一中学校区のカウンセラーである安部
郁子カウンセラー（SC）にその役をお願いしました。昨年度も本校でお世話になりましたが、包容力があって何で
も受け止めてくれそうな方です。また、子育ての悩みについて子どもの発達の観点から助言していただけるのではな
いかと考えました。 
 
 詳しくは、別に案内を配付させていただきましたので、そちらをご覧ください。 
 
 本当に「お気軽」なのです。時間の間は安部SCが待機していますので、ぶらっと来て、 
ぶらっと帰っていただいて構いません。話題に乗っかるもよし、話に耳を傾けるだけでも 
よし。 

「悩み」という言葉に惑わされないで、「雑談」をしに来ていただければ幸いです。 
 
また、「1対１」で安部ＳＣと話をされたいときは、その時間も取れますので、申し出 

てください。ご参加をお待ちしています。 
 

 
 


